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はじめに

地方公共団体に対し、それぞれの判断力やその責任において、地域実情にあった行政の推進の必要性が求められる昨今の社会情勢の中、市民が主

体の魅力あるまちづくりを推進するにあたっては、市民それぞれの豊かな経験や知識を市政に生かし、市民と行政が協力しながら課題解決に取り組

むことが必要になります。そして、それらの仕組みは現在、市民参加や協働という言葉で表現され、その実現は自分のまちのことは自分で決め、つ

くっていくという自治本来の姿の実現につながります。

南丹市では、平成22年 4月1日に南丹市市民参加と協働の推進に関する条例を制定し、南丹市における市民参加と協働の定義や行政と市民それ

ぞれの役割を定めました。

行政の役割の一つとしては、市民のみなさんが市政に参加しやすい環境をつくるため多様な市民参加の機会の確保と、市政情報を積極的に提供し

市民のみなさんの意見や意向を施策等へ反映させることとしています。

本実施計画は、その役割を遂行するため、南丹市市民参加と協働の推進に関する条例第11条の規定に基づき作成するもので、市民参加の機会や

協働の視点でみた事業の情報を市民の皆さまにお届けするものです。
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第1章 この実施計画の位置付け

1．実施計画作成の目的

本計画は「南丹市市民参加と協働の推進に関する条例」第11条の規定に基づき、市民が主体の魅力あるまちづくりを実現するため、まちづく

りについて市民と行政が一緒に考え話し合う機会づくりや、市民がまちづくりに参画するための情報提供をまとめ公表するものです。

2．作成の方法

本実施計画は、令和8年度から10年度の3年間を計画期間とし、「市民参加」と「協働」そしてそれらを推進するための「仕組み」の３つの

構成により作成することとし、現在、市役所の各所属で実施されている又は今後実施が予定されている施策や事業についての現状と今後の計画等

を調査し、それらを取りまとめ作成します。

3．計画の見直し

本計画の実施状況は、南丹市市民参加と協働の推進に関する条例第12条に定める第三者委員会に報告を行うこととし、市民ニーズや市民参画と協働

の推進状況において大きな変化があれば、必要に応じて見直しを行うこととします。

なお、各所属で実施予定の施策や事業については毎年調査を行い更新します。
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第2章 市民参加
Citizen participation

市の制度や計画のほとんどは行政が主体的にその制定や樹立を行っていますが、市民のみなさんが主体の魅力あるまちを実現するためには、市民のみ

なさんの意見が市政に反映できる仕組みづくりが必要です。その仕組みである市民参加の実現は、現代社会の多様なニーズに対応し、それぞれが満足感

の高い豊かなまちづくりにも繋がります。まずは、市民と行政がそれぞれに力を入れすぎず、構えず、気軽な相談や意見交換ができる環境づくりが必要

です。

1．市民参加の手続

南丹市市民参加と協働の推進に関する条例により市民参加の手続を次に掲げるとおりとし、積極的に推進します。

（1）パブリックコメント制度の活用を積極的に進めます。

（2）ワークショップ委員を公募し、計画策定への参画を積極的に進めます。

（3）審議会等への市民公募委員の参画を積極的に推進します。

（4）意見交換会、公聴会、説明会、出前講座を開催します。

（5）ニーズ把握のためのアンケートを実施します。

（6）共同研究を積極的に進めます。

（7）市民との協定による新たなまちづくり施策等の実施を積極的に進めます。

（8）その他市民の意見を市政に反映するための取組みを実施します。

行政の施策等において、その企画立案から決定に至るまでの過程で市民が主体
的にさまざまな意見を述べ、提案することで、市政に対して積極的・自主的に
参加し、それらを反映させる仕組みをいいます。
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年度 名称 概要
前計画期間の

実施時期
実施予定時期 意見を提出できる方 ご意見の提出方法 担当課

（1）パブリックコメント

　施策等の企画立案に当たり、趣旨や目的などを公表し、計画を作成している最中に市民の意見を聞き、計画自体に反映させる手続きです。投稿用紙を市役所（本庁および
各支所）窓口に設置するとともに、南丹市のホームページなど様々な広報媒体を活用し意見を求めます。
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（2）市民ワークショップ

年度 名称 概要
前計画期間の

実施時期
実施予定時期 応募できる方 応募方法 担当課

　行政がさまざまな計画を立案する際などに、市民のみなさんと一緒に検討するための「ワークショップ」を開催 し ていますします。 その際、ワークショップ委員を公
 募し、意見を求めます。
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（３）審議会、委員会等による調査及び審議

公募する年度 名称 概要
委員数

公募：条例
〔全体：条例〕

公募目標
（前期実績）

任期
公募時期

応募資格 公募以外の委員 担当課

　まちをよくするために行政が樹立するさまざまな計画などに市民のみなさんの意見が直接反映できるよう、事業の内容に応じて審議会などの付属機関を設置し、特に 専門性
 を必要とする場合や個人情報を含む場合を除いて個人情報を含む等の理由で非公開としている場合を除いて、その審議会や委員会を構成する委員の一般公募を推進していま
す。一般公募している 事業等審議会等は次のとおりです。
※審議会委員などへの参画を希望される方は、南丹市ホームページ審議会・委員会のページもしくは お知らせ版広報南丹による募集の告知をご覧いただくか、直接担当課にお
問い合わせください。
※ 特に資格や経験などの専門性を有する一部の審議会や委員会については、一般的な公募を行うことなく条例や要綱の定めにより、関連する団体を通して委員を推薦いただき
直接的に就任をお願いする場合があります。

（市民公募を行っている審議会等）
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（現在公募を行っていないが、公募の導入を検討している審議会等）

名称 概要
全体委員数
〔条例〕

公募委員数の目標 現在の選任方法 担当課
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（ 専門性を有するなどの理由で公募を行っていない審議会等）

名称 概要
全体委員数
〔条例〕

公募を導入していない理由
受益者等当事者を公募

することの是非
選任方法 担当課
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（ 専門性を有するなどの理由で公募を行っていない審議会等：非公開）

名称 概要
全体委員数
〔条例〕

公募を導入していない理由
受益者等当事者を公募

することの是非
選任方法 担当課
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（4）意見交換会、公聴会、説明会、出前講座

年度 名称 概要 実施予定時期
意見交換等の手法

申込み方法
担当課

　市長はじめ理事者や市職員が地域に出向き、まちづくりの方針や施策の方針を市民に伝えるとともに、市民の声を直接聞きます。
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説明会・出前講座

分野 № 講　座　名 主　　な　　内　　容 担当課
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（5）アンケート

年度 事　業　名
実施目的

（活用方法）
アンケートの調査方法・実施

方法
実施予定時期 アンケートの対象者（人数） 結果の公開可否 担当課

　南丹市内の現状や市民のニーズを把握し、今後の計画策定等に活用します。
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（6）共同研究

年度 名称 概要 実施予定時期 調査結果を反映させる事業 担当課

　大学等の学生の受け入れや、大学や企業との連携を積極的に推進し、学生の政策形成能力を養成するとともに、地域における協働を推
進し専門的分野から地域課題の解決を促します。
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（7）市民との協定

年度 名称 概要 提案募集の実施予定時期 対象者（地域） 担当課

　市民と行政の協定により、新たなまちづくりの仕組みづくりや施策等の実施を積極的に進めます。
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（8）その他の市民参加手続きの実施

年度 名称 概要 実施予定時期 要望等の対応方法 担当課

　その他市民の意見を市政に反映するための取組みを実施します。（例：陳情、ご意見箱など）
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第3章 協働
Partnership

市民のみなさんの価値観やライフスタイルの多様化に伴い、市民のまちづくりに対するニーズもますます高度化・多様化しており、行政が現在の

システムでこれら全てに応えていくことは困難な状況となっています。だれもが安全安心で快適に暮らせる魅力あるまちを実現するためには、行政

主導型のまちづくりではなく、市民や企業、行政がともに自分たちの役割を理解し合い、それぞれの弱みを、それぞれの強みで補いながら、さまざ

まなニーズに対応する必要があり、それを実現する仕組みが「市民協働」です。

普段の生活で意識せずに行っていることも多く、今後もそれぞれができることを取り組むことで、まちが元気になる仕組みづくりを進めます。

1．協働の形態

公共の課題の解決のため、委託、支援等の協働における多様な形態のうち、適切かつ効果的であると認められるものを実施するよう努めるもの

とします。

（1）事業の委託

（2）協働（共催）

（3）協働（事業協力）

（4）協働（支援・補助）

市民と行政がそれぞれの役割を自覚し、対等かつ自由な立場で互いを尊重し、
役割分担及び補完しあいながら公共的課題の解決に当たることです。
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（1）事業の委託

年度 事業名 事業の概要 事業を委託する団体の条件など 実施予定時期（委託予定期間） 担当課

　市が実施責任を負う事業を民間の団体などに実施いただくものです。その事業が効果的に実施できるよう内容によって地域や市民団体等へ委託します。
（現在実施している、若しくは今後実施予定の委託事業）
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（２）協働（共催）

年度 事業名 事業の概要 共催する相手 実施予定時期 担当課

　市民と市が共に主催者（事業主体）となって事業を実施するもので、南丹市が参画する実行委員会等の組織で事業を実施するものです。
（現時点での共催事業及び今後実施予定の共催事業）

17



（３）協働（事業協力）

年度 事業名 事業の概要 役割分担など 実施予定時期 担当課

　市民と市が相互の役割を定め、協力して事業を実施するものです。
（現時点での事業協力及び今後実施予定の事業協力）
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（４）協働（支援・補助）

年度 事業名 事業の概要 支援・補助の内容 申請方法など 実施予定時期 連絡先 担当課

　市民が自発的・自主的に行う公共的な事業に対し、市が財政的支援や物的支援などを行うものです。

　財政的支援　　このほかにもさまざまな団体による支援情報などがありますので、担当課にお気軽にお問い合わせください。
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年度 事業名 事業の概要 支援・補助の内容 申請方法など 実施予定時期 連絡先 担当課

モノ支援　　このほかにも多くの備品が貸し出せる場合がありますので、担当課にお気軽にお問い合わせください。
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年度 事業名 事業の概要 支援・補助の内容 申請方法など 実施予定時期 連絡先 担当課

　ヒト・ノウハウ支援　　このほかにも多くの情報等を提供できる場合がありますので、担当課にお気軽にお問い合わせください。
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第４章 仕組み
Structure

～協働をすすめる仕組みづくり～

協働を推進するうえでは、お互いが情報を共有し、理解し合い、どのようなまちにしたいかを一緒に話し合う場が必要です。

行政が積極的に情報を発信し、市民との意見交換や交流の場を積極的にもち、ひと・もの・コトをつなぐ仕組みづくりを積極的に進めます。

1．協働をすすめる仕組み

（1）情報を積極的に発信します。

（2）意見交換の場や交流の仕組みをつくります。

（3）まちづくりデザインセンターを中心とした、ひと・もの・コトをつなぐ仕組みをつくります。
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（1）情報の積極的な発信

年度 事業名 事業の概要 実施予定時期 連絡先 担当課

　行政には情報が集まりやすいという特性があり、個人情報等を除き、これらを積極的に市民に提供することは協働の推進にとって大変有意義です。さま
ざまな冊子やニュースなどをできる限り可視化し、市民に積極的な情報提供を図る仕組みをつくります。
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（２）意見交換の場や交流の仕組み

年度 事業名 事業の概要 実施予定時期 連絡先 担当課

　協働を推進するうえではお互いを信頼しあい、対等な立場でアイデアなどが出し合える環境が必要です。まちづくりについて気軽に交流できる場づくりを
行います。
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（3）ひと・もの・コトをつなぐ仕組み

年度 事業名 事業の概要 実施予定時期 連絡先 担当

　市民活動においては、行政からの情報だけでなく、団体同士、団体に必要なものやコトなどをつなぐための中間支援的役割が必要です。南丹市まちづく
りデザインセンターが中心となり、それらのコーディネートや資金面でのアドバイスを行います。
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